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1111    はじめにはじめにはじめにはじめに 
環境庁から「平成10年度化学物質環境汚染実態調査」

1）を受託し，フェニルスズ化合物，ジフェニルスズ化合
物，アニリン，ｏ－クロロアニリン，ｍ－クロロアニリ
ン，ｐ－クロロアニリンの６物質について，多摩川河口
及び川崎港における水質，底質を対象として実態調査を
実施したのでその結果を報告する。 
 
２２２２        調査方法調査方法調査方法調査方法    
2.1  2.1  2.1  2.1  調査対象物質及び構造式調査対象物質及び構造式調査対象物質及び構造式調査対象物質及び構造式    
  調査対象物質を表１に，その構造式を図１に示す。 
 

表１表１表１表１        調査対象物質調査対象物質調査対象物質調査対象物質    
調査対象物質 水質 底質 生物 
フェニルスズ化合物 ○ ○  － 
ジフェニルスズ化合物 ○ ○  － 
アニリン ○ ○  － 
ｏ－クロロアニリン ○ ○  － 
ｍ－クロロアニリン ○ ○  － 
ｐ－クロロアニリン ○ ○  － 
    

    
図１図１図１図１        構造式構造式構造式構造式    

    

    

    
    

図２図２図２図２        水質，底質試料採取地点水質，底質試料採取地点水質，底質試料採取地点水質，底質試料採取地点 
 
2.2  2.2  2.2  2.2  試料及び試料採取地点試料及び試料採取地点試料及び試料採取地点試料及び試料採取地点 
  図２に示す多摩川河口（Ａ地点）及び川崎港（Ｂ地点）
の２地点において水質，底質試料を採取した。Ａ，Ｂ両
地点とも約50ｍ四方の範囲を一つの地点とし，分散した
形で各々３検体を採取した。各々の試料の概要を表２，
３に示す。 
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表２表２表２表２        水質試料の概要水質試料の概要水質試料の概要水質試料の概要    

    
表３表３表３表３        底質試料の概要底質試料の概要底質試料の概要底質試料の概要    

 
2.3  2.3  2.3  2.3  分析方法分析方法分析方法分析方法    
    分析方法は環境庁から指定された方法２）により実施し
た。各物質の分析フローチャートを図３，４に示す。 
 また，各物質のGC/MSの測定条件を表４，５に示す。 

NaCl  30mg  

サロゲート化合物 

水質試料 1l 

 

pH調整 
 

誘導体化 

 

酢酸－酢酸ナトリウム緩衝液 

 

振とう抽出 再抽出 脱水・濃縮 

内標準添加 GC/MS-SIM 

ヘキサン  100ml ， 10分間 

 

Na2SO4   0.2ｍｌ 

 

TeBT-d36,TeTP-d20 

1μｇ/ml * 20μｌ 

2% NaBEt4 0.5ml 

サロゲート化合物 

底質試料 2ｇ 

 

抽出 ２回 
 

濃縮 

 
 

誘導体化 再抽出 脱水・濃縮 

内標準添加 GC/MS-SIM 

pH5 2% NaBEt4  2ml  1 ｍｌ 

 

TeBT-d36,TeTP-d20 

1μｇ/ml * 20μｌ 

1M HCl-MeOH/AcEt(1:1) 

10ml , 20ml 

ヘキサン 

5ml ,5ml 

 

クリーンアップ 濃縮 

ﾌﾛﾘｼﾞﾙｶﾗﾑｶｰﾄﾘｯｼﾞ 

5% ｼﾞｴﾁﾙｴｰﾃﾙ/ﾍｷｻﾝ 6ml 

0.2  ｍｌ 

 

図３図３図３図３    ﾌｪﾆﾙｽｽﾞ化合物，ｼﾞﾌｪﾆﾙｽｽﾞ化合物分析ﾌﾛｰﾁｬｰﾄﾌｪﾆﾙｽｽﾞ化合物，ｼﾞﾌｪﾆﾙｽｽﾞ化合物分析ﾌﾛｰﾁｬｰﾄﾌｪﾆﾙｽｽﾞ化合物，ｼﾞﾌｪﾆﾙｽｽﾞ化合物分析ﾌﾛｰﾁｬｰﾄﾌｪﾆﾙｽｽﾞ化合物，ｼﾞﾌｪﾆﾙｽｽﾞ化合物分析ﾌﾛｰﾁｬｰﾄ    

表４表４表４表４    ﾌｪﾆﾙｽｽﾞ化合物，ｼﾞﾌｪﾆﾙｽｽﾞ化合物測定条件ﾌｪﾆﾙｽｽﾞ化合物，ｼﾞﾌｪﾆﾙｽｽﾞ化合物測定条件ﾌｪﾆﾙｽｽﾞ化合物，ｼﾞﾌｪﾆﾙｽｽﾞ化合物測定条件ﾌｪﾆﾙｽｽﾞ化合物，ｼﾞﾌｪﾆﾙｽｽﾞ化合物測定条件    

＊ 

サロゲート化合物 

アニリン -d5 

サロゲート化合物 

アニリン -d5 

水質試料 500ml 

 

固層抽出 溶出 

 

ＰＳ－２ 

 

１ｍｌ  

酢酸ｴﾁﾙ ３ｍｌ 

底質試料 20ｇ 水蒸気蒸留 

濃縮 内標準添加 GC/MS-SIM 

ｱｾﾅﾌﾃﾝｰd10 

５００ｍｌ 流出  

以下水質試料

の＊へ  

図４図４図４図４    アニリン，クロロアニリンの分析フローチャートアニリン，クロロアニリンの分析フローチャートアニリン，クロロアニリンの分析フローチャートアニリン，クロロアニリンの分析フローチャート    
    

表５表５表５表５    アニリン，クロロアニリン測定条件アニリン，クロロアニリン測定条件アニリン，クロロアニリン測定条件アニリン，クロロアニリン測定条件    

    
３３３３        調査結果調査結果調査結果調査結果    
  今回の調査における水質試料，底質試料の調査結果３）

を表６に示す。 
3.13.13.13.1水質試料水質試料水質試料水質試料    
  多摩川河口，川崎港共に調査対象物質は全て不検出で
あった。 
3.23.23.23.2底質試料底質試料底質試料底質試料    
  多摩川河口，川崎港ともに全調査対象物質が検出され
た。 

項　　目 　　　　　　　　　　　　　　条　　件
使用機器 ＨＰ　６８９０　

ＨＰ  ５９７３  ＭＳＤ
カラム ＨＰ－ＷＡＸ  25m * 0.2mmφ * 0.1μm 
カラム温度 60℃ － 5℃/min － 220℃
キャリアーガス He  (7.5psi)
注入方法 Splitless (purge on 1.5min)
注入量 2μｌ
注入口温度 220℃
イオン源温度 250℃
ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ温度 220℃
イオン化電圧 70eV
モニターイオン aniline-d5               98

(m/Z) aniline                  93
acenaphthene-d10        164
o-chloroaniline         127 (129)
m-chloroaniline         127 (129)
p-chloroaniline         127 (129)

項　　目 　　　　　　　　　　　　　　条　　件
使用機器 ＨＰ　５８９０　Ⅱ

ＪＥＯＬ　Ａｕｔｏｍａｓｓ－50Ⅱ
カラム ＨＰ－５ｍｓ　30m * 0.25mmφ * 0.25μm 
カラム温度 60℃(2min) - 20℃/min - 130℃ - 10℃/min - 210℃ 

- 5℃/min - 260℃ - 10℃/min - 300℃(2min)
キャリアーガス He, 1ml/min, 
注入方法 Splitless (purge on 1.0min)
注入量 1μｌ
注入口温度 290℃
イオン源温度 230℃
ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ温度 280℃
イオン化電圧 70eV
モニターイオン フェニルスズ化合物　　   253 (255)

(m/Z) ジフェニルスズ化合物     303 (301)
MPT-d5                   260 (258)
DPT-d10                  313 (311)
TeBT-d36                 318 (316)
TePT-d20                 366 (364)

調査地点 採取年月日 水温
（℃） 色  相 透明度(m)

多摩川河口（Ａ） 1998.10.19 20.2～20.7 灰緑褐色 0.25～0.30

川崎港    （Ｂ） 1998.10.19 23.2～23.7 灰緑色 5.5～7.0

一般状況

調査地点 採取年月日 水深 一般状況 含水率 強熱減量
（ｍ） 外観、臭気 （％） （％）

多摩川河口（Ａ） 1998.10.19 3.0～5.0 灰黒色泥状 36～47 8.2～9.9
下水，腐敗臭

川崎港    （Ｂ） 1998.10.19 14～17 黒色泥状 49～58 8.2～10.2
硫化水素臭
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表６表６表６表６        水質試料，底質試料の調査結果水質試料，底質試料の調査結果水質試料，底質試料の調査結果水質試料，底質試料の調査結果    

    
４４４４        考考考考    察察察察    
  水質，底質について本市と全国56地点4)とを比較した
結果について次に示す。    
4.1 4.1 4.1 4.1 水質試料水質試料水質試料水質試料    
本市では不検出であったが，全国調査ではフェニルス
ズ化合物が１地点，ジフェニルスズ化合物が６地点，ア
ニリンが３地点，ｏ-クロロアニリンが１地点検出され,
その濃度は検出下限値と同程度であった。 
4.2 4.2 4.2 4.2 底質試料底質試料底質試料底質試料    
本市及び全国の調査地点で全対象物質が検出された。 
1) フェニルスズ化合物は, 本市では0.00055～0.085 
μg/g-dryであった。全国では20地点で検出され，検
出範囲は 0.00021～0.76μg/g-dry であり，横浜港が
最高濃度であった。なお，全国調査では0.016 
μg/g-dry未満の検出値はtrとして扱われている。 
2) ジフェニルスズ化合物は, 本市では0.00065～0.030
μg/g-dryであった。全国では31地点で検出され，検
出範囲は 0.00050～0.21μg/g-dry であった。なお，
全国調査では0.00072μg/g-dry未満の検出値はtrと
して扱われている。 
3) アニリンは，本市では0.012～0.021μg/g-dryであ
った。全国では38地点で検出され，検出範囲は0.0006
～0.21μg/g-dryであった。なお，全国調査では0.002
μg/g-dry未満の検出値はtrとして扱われている。 
4) ｏ-クロロアニリンは，本市では 0.0028～0.0036μ
g/g-dryであった。全国では10地点で検出され，検出
範囲は 0.0025～0.056μg/g-dry であった。なお，全
国調査では0.005μg/g-dry未満の検出値はtrとして
扱われている。従って本市の検出値は検出下限値と同
様な濃度であった。 
5) ｍ-クロロアニリンは，本市では0.0047～0.0061 
μg/g-dry であった。全国では８地点で検出され，検
出範囲は0.00095～0.022μg/g-dryであり，横浜港が
最高濃度であった。なお，全国では 0.0045μg/g-dry
未満の検出値は tr として扱われている。従って本市
の検出値は検出下限値と同様な濃度であった。 

6) ｐ-クロロアニリンは，本市では0.0055～0.012 
μg/g-dryであった。全国では12地点で検出され，検
出範囲は0.00053～0.020μg/g-dryであり，隣接する
横浜港，鶴見川河口の濃度(0.012～0.016μg/g-dry)
が川崎港の濃度(0.0098～0.012μg/g-dry)と同様な
値であった。 
 
５５５５        まとめまとめまとめまとめ    
  川崎市では，水環境における化学物質対策として，独
自に毎年数物質ごとの環境調査を行っているが，環境庁
の「化学物質環境汚染実態調査」の受託事業についても
本市の化学物質対策の一つとして位置付け，今後も継続
していく予定である。 
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物質名 多摩川河口 川崎港 検出限界 検出頻度 多摩川河口 検出限界 川崎港 検出限界 検出頻度

フェニルスズ化合物 nd nd 0.00060 0/6 0.00055～
0.030 0.00056 0.027～

0.085 0.00071 4/6

ジフェニルスズ化合物 nd nd 0.00012 0/6 0.00065～
0.010 0.00011 0.010～

0.030 0.00014 5/6

アニリン nd nd 0.027 0/6 0.012～
0.021 0.0013 0.014～

0.017 0.0016 6/6

ｏ-クロロアニリン nd nd 0.031 0/6 nd～0.0028 0.0014 0.0029～
0.0036 0.0018 4/6

ｍ-クロロアニリン nd nd 0.055 0/6 nd～0.0047 0.0026 0.0059～
0.0061 0.0033 4/6

ｐ-クロロアニリン nd nd 0.11 0/6 0.0055～
0.0075 0.0053 0.0098～

0.012 0.0067 6/6

水質  （ｎｇ／ｍｌ） 底質  （μｇ/ｇ-ｄｒｙ）


